
最

蓮

房

あ

て

御

書

の

問

題

点

ー

l
立
正
観
抄
と
四
重
興
廃
・
真
如
随
縁
論

i
｜

中

篠

暁

秀

付

tま

じ

め

故
立
正
大
学
教
授
浅
井
要
麟
先
生
の
祖
書
学
の
特
色
は
遺
文
の
真
偽
論
に
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
祖
書
の
思
想
的
研
究
」

聖
人
教
学
の
研
究
』
v

所
収
）
が
あ
る
o

そ
れ
は
、
中
古
天
台
は
円
密
禅
合
談
の
雑
乱
教
学
で
、
台
密
教
義
を
権
実
雑
乱
と
し
て
極
力
付
け

（
『
日
蓮

ら
れ
た
宗
祖
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
は
ず
は
な
く
、
宗
祖
の
思
想
の
本
質
は
、
中
古
天
台
の
思
想
と
異
質
で
な
け
れ

( 71) 

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
前
提
に
た
っ
て
、
中
古
天
台
教
学
に
与
同
的
な
遺
文
は
凡
て
偽
撰
と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
試

論
は
、
爽
雑
物
を
除
去
し
て
純
粋
日
蓮
義
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
貴
い
作
業
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
思
想
内
容
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に

《

2
v

よ
っ
て
、
真
偽
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
、
余
り
に
も
冒
険
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
ら
れ
る
。
『
立
正
観
抄
』
を
一
つ
の
例

と
し
て
い
え
ば
、
浅
井
要
麟
先
生
は
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
、
宗
祖
よ
り
三
十
一
才
後
輩
の
仙
波
の
尊
海
が
た
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

宗
祖
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
思
想
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
以
て
『
立
正
観
抄
』
偽
書
説
の
有
力
な
根
拠
と
さ
れ
て
い
い
る
。
こ
れ
ら
の
点

を
踏
ま
え
つ
つ
拙
稿
は
、
最
蓮
房
あ
て
の
御
書
十
二
鰐
中
、
身
延
山
久
遠
寺
に
蔵
さ
れ
、
身
延
三
世
日
進
の
写
本
が
現
存
す
る
『
立
正
観

抄
』
に
つ
い
て
、
殊
に
そ
の
中
に
説
示
さ
れ
る
四
重
興
廃
（
止
観
勝
法
華
劣
）
と
真
如
随
縁
論
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
吟
味
し
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。

最
蓮
房
あ
て
御
岳
の
問
題
点
（
中
傑
）



最
蓮
房
あ
て
御
寄
の
問
題
点
（
中
傑
）

な
お
既
に
、

側
最
蓮
房
の
伝
に
つ
い
て
。

ω最
蓮
房
あ
て
御
書
十
二
篇
の
選
定
に
つ
い
て
。

ω身
延
日
進
と
中
山
日
祐
と
の
極
め
て
親
密
な
関
係
を
考
え
る
時
、
日
祐
の
目
録
・
記
録
・
著
述
類
中
に
『
立
正
観
抄
』
の
こ
と
が
片

麟
だ
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
。

ω宗
祖
の
教
学
の
一
つ
の
特
色
に
、
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
文
献
を
利
用
し
て
、
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
あ
る
と
の
点
か
ら
、

『
立
正
観
抄
』
の
引
用
経
論
釈
の
出
典
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
、
陵
昧
さ
の
残
る
六
・
七
箇
所
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
の
点
に
つ
い

て。

《

3
v

の
考
察
を
本
誌
五
三
号
に
お
い
て
試
み
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

( 18) 

ω 
最
蓮
房
あ
て
御
書
と
中
古
天
台
文
献

｜
｜
中
古
天
台
文
献
に
つ
い
て

l
l

現
存
す
る
中
古
天
台
文
献
の
相
当
数
は
、
最
澄
・
源
信
撰
と
さ
れ
、
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
が
、
過
去
の
優
れ
た
学
匠

の
名
に
仮
托
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
文
献
の
成
立
年
代
考
証
は
、
至
難
の
業
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
中
古
天
台

文
献
は
、
平
安
末
ま
で
は
口
伝
乃
至
切
紙
を
以
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
が
、
徐
徐
に
成
文
化
が
平
安
末
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
試
み
ら
れ
、
文

献
の
大
部
分
は
鎌
倉
中
期
以
後
の
成
立
と
見
ら
れ
る
ov
そ
し
て
、
確
実
に
宗
祖
以
前
に
成
立
し
て
い
た
も
の
は
、
『
顕
密
一
如
本
仏
義
』

．
『
本
理
大
綱
集
』
・
『
授
決
円
多
羅
義
集
唐
決
』
程
度
に
す
ぎ
な
い
と
、
浅
井
円
道
先
生
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
成
文
化
に



至
る
ま
で
は
、
か
な
り
の
時
聞
を
要
し
た
も
の
で
あ
る
う
か
ら
、
成
文
化
以
前
の
思
想
内
容
と
し
て
は
、
日
蓮
以
前
に
存
在
し
て
い
た
も

の
が
、
相
当
数
あ
っ
た
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

ー

l
最
蓮
房
あ
て
御
書
と
中
古
天
台
文
献
｜
｜

最
遮
房
あ
て
御
書
と
中
古
天
台
文
献
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
の
幾
っ
か
を
見
て
み
る
と
、

ω最
蓮
房
が
宗
祖
か
ら
賜
わ
っ
た
遺
文
に
は
、
例
え
ば
『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
の
血
脈
、

『
草
木
成
仏
口
決
』
の
口
決
、

『
当
体
蓮

で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
説
の
援
証
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
献
を
見
て
も
、

《

8

V

J

《

9
v

頂
玄
旨
血
脈
』
・
『
天
台
大
師
自
筆
血
脈
』
・
『
伝
教
大
師
血
脈
』
な
ど
切
紙
相
承
的
な
口
伝
法
門
が
、
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る

『
十
八
円
満
抄
』
の
十
八
円
満
な
ど
、
そ
の
題
名
を
見
た
だ
け
で
も
中
古
天
台
色
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の

『
慈
覚
大
師
釈
』
・
『
漉

『
立
正
観
抄
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、

華
抄
』
の
当
体
蓮
華
、

ω最
蓮
一
周
が
入
信
後
最
初
に
賜
わ
っ
た
遺
文
が
、
文
永
九
年
二
月
十
一
日
付
の
『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
で
あ
る
。
そ
の
官
頭
近
く
に
、

伝
教
大
師
－
R
生
互
一
良
一
心
が
用
有
包
一
道
一
本
党
実
徳
お
v

( 79) 

の
で
あ
る
。

と
い
う
中
古
天
台
文
献
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
こ
れ
は
伝
最
澄
の
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
の
第
五
の
「
三
惑
頓
断
」
の
冒
頭

の
一
節
、
同
じ
く
伝
最
澄
の
『
五
部
血
脈
』
の
「
生
死
覚
用
妙
」
〈
「
本
無
生
死
論
」
）
の
長
行
に
相
当
す
る
。

な
お
田
村
芳
朗
先
生
の
「
天
台
本
覚
思
想
の
文
献
と
特
色
」

〈
『
天
台
本
覚
論
』
所
収
〉
中
の
文
献
成
立
年
代
区
分
に
よ
る
と
、

牛

頭
決
』
及
び
『
五
部
血
脈
』
は
「
第
二
次
形
態
（
平
安
末
期
・
一
一
五

0
1鎌
倉
初
期
・
一
二

O
O）
」
で
、
宗
祖
以
前
の
成
立
に
お
か

〔

M
V

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

因
に
、

『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
は
録
外
御
書
巻
十
三
に
収
録
さ
れ
、
真
蹟
は
な
い
。
ま
た
、
真
偽
を
疑
う
人
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

段
趨
房
あ
て
御
密
の
問
題
点
（
中
傑
）



最
蓮
房
あ
て
御
番
の
問
題
点
ハ
中
傑
）

・
『
五
部
血
脈
』
の
成
立
が
、
宗
祖
以
前
の
も
の
で
あ
る
証
拠
と
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

《
阻
M
V

ω日
蓮
教
学
で
は
総
じ
て
『
修
禅
寺
決
』
か
ら
の
引
用
は
、
日
進
退
文
に
は
な
い
と
踏
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
『
修
禅
寺
決
』
は
宗
祖
以

降
の
成
立
と
の
理
解
で
あ
る
。
前
掲
の
田
村
先
生
の
成
立
年
代
区
分
が
、
本
書
を
「
第
四
次
形
態
〈
鎌
倉
中
期
・
一
二
五

0
1鎌
倉
末
期

〈

mv

・
一
三

O
O〉
」
と
さ
れ
て
い
る
の
も
首
肯
で
き
る
。
そ
し
て
、
最
蓮
房
あ
て
御
書
十
二
篇
中
、

以
て
『
牛
頭
決
』

『
修
禅
寺
決
』
と
係
わ
り
の
あ
る
も
の

は

『
当
体
蓮
華
抄
』
と
『
十
八
円
満
抄
』
の
二
密
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

《

U
V

伝
教
大
師
修
禅
寺
相
伝
日
記
と
て
四
帖
あ
る
な
り
。

『
当
体
蓮
華
抄
』
は
、

『
十
八
円
満
抄
』
と
な
る
と
、
『
修
禅
寺
決
』
の
「
蓮
の
五
重
玄
」
の
釈
名
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
る
十
八
円
満
の
法
門
が
、

。
崎
）

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
引
き
写
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
遣
が
こ
の
二
番
を
偽
書
扱
い
さ
れ
て
い
る
の
も
納
得
で
き
る
。

と
記
し
、

な
ど
が
大
雑
把
に
い
っ
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

( 80 ) 

同

立
正
観
抄
の
問
題
点

ー

l
四
重
興
廃
｜
｜

八
四
重
興
廃
に
つ
い
て
〉

四
重
興
廃
と
は
、
釈
尊
の
一
代
の
教
え
を
爾
前
・
迩
門
・
本
門
・
観
心
の
四
つ
に
分
け
て
、
そ
の
勝
劣
興
廃
を
論
じ
、
教
相
か
ら
離
脱

し
た
観
心
（
止
観
〉
の
趨
勝
を
説
く
点
に
あ
り
、
そ
の
原
型
は
天
台
智
顔
の
『
法
華
玄
義
』
（
巻
二
上
〉
に
見
ら
れ
る
。
但
し
、
『
玄
義
』

－mv 

に
い
う
も
の
は
四
重
を
包
含
す
る
興
廃
で
あ
っ
て
、
天
台
本
覚
思
想
で
い
う
観
心
勝
を
究
極
と
す
る
段
階
的
な
四
重
興
廃
と
は
違
う
も
の

で
あ
る
。
以
下
問
題
と
す
る
の
は
、
観
心
（
止
観
〉
の
趨
勝
を
落
着
と
す
る
段
階
的
な
四
重
興
廃
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
よ
り
進
展
さ
せ
た



止
観
勝
法
華
及
び
禅
勝
止
観
で
あ
る
。

四
重
興
廃
の
成
立
期
に
つ
い
て
の
従
前
の
研
究
は
、
例
え
ば
石
田
瑞
磨
先
生
は
「
口
伝
法
門
に
お
け
る
四
重
興
廃
の
成
立
」

（
『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
十
五
｜
二
所
収
〉
中
に
、
四
重
興
廃
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
初
期
、
十
二
世
紀
の
終
わ
り
に
成
立
し
て
い
た
公
算
が
大
で

あ
知
v

と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
o

そ
の
一
方
、
田
村
先
生
は
「
天
台
本
覚
思
想
の
文
献
」
〈
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
鈴
所
収
〉

中
に
、
《お）
か
、
と
力
説
さ
れ
て
い
る
。

四
重
興
廃
乃
至
止
観
勝
法
華
の
成
立
は
、

鎌
倉
中
期
・
一
二
五

O
年
以
降
の
静
明
あ
た
り
に
も
っ
て
く
る
の
が
妥
当
で
は
な
い

八
日
蓮
遺
文
と
四
重
興
廃
〉

《

M
V

日
進
退
文
中
に
四
重
興
廃
が
見
ら
れ
る
の
は
、
真
偽
未
決
の
論
の
あ
る
『
十
法
界
事
』
と
『
立
正
観
抄
』
の
み
で
、
真
蹟
の
現
存
・
曽

存
の
も
の
に
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
十
法
界
事
』
に
は
、

ス
（
銭
〉

迩
門
大
教
起
繭
前
大
教
亡
。
本
門
大
教
起
迩
門
繭
前
亡
。
観
心
大
教
起
本
迩
繭
前
共
亡
。

( 81 ) 

と
、
典
型
的
な
四
重
興
廃
が
示
さ
れ
、

『
立
正
観
抄
』

（
定
逃
八
四
六
〉
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、

『
立
正
観
抄
』
は

四
重
興
廃
に
ふ
れ
つ
つ
、

当
世
天
台
宗
学
者
向
念
仏
・
真
一
吉
・
禅
宗
等
同
意
故

者
種
々
過
有
レ
之
。

天
台
教
釈
習
失

キ

－

－

ル

背
＝
法
華
経
一
得
－
一
大
誘
法
罪
－
也
。
若
止
観
勝
－
一
法
華
経
二
玄

と

へ

ル

ナ

ル

ト

天
台
至
極
法
門
法
華
本
迩
未
分
処
無
念
止
観
立
最
秘
の
大
法
と
す
と
云
邪
義
大
僻
見
也
云
事
。

《

U
V

・
若
止
観
不
レ
依
ニ
法
華
経
一
者
天
台
止
観
同
ニ
教
外
別
伝
達
磨
天
魔
邪
法
－
。

〈
中
略
〉

最
謹
房
あ
て
御
曹
の
問
題
点
ハ
中
傑
）



最
蓮
房
あ
て
御
番
の
問
題
点
〈
中
傑
〉

《

鶴

》

と
、
止
観
勝
法
華
劣
の
評
破
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
十
法
界
事
』
は
、

畠

R
z
h

’
《
却
V

此
是
如
来
所
説
聖
教
従
浅
至
深
次
第
転
レ
迷
也
。

と
、
肯
定
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
立
正
観
抄
』
で
は
、
当
時
の
叡
山
が
祖
師
達
磨
禅
の
影
響
を
受
け
、
四
重
興
廃
か
ら
止
観
勝
法
華
・

禅
勝

禅当止
宗世ー観ー ，盟会’ , ..... 

物事E
不ゆで
~ヵ進
~展
此し

歩，と
故 Z

り

ト

晶

子

テ

テ

’

a
T

・

天
台
己
証
妙
法
習
失
止
観
勝
－
一
法
華
経
一
禅
宗
勝
－
－
止
観
－
思
捨
－
一
法
華
経
－
付
＝
止
観
－

テ

テ

，

，

捨
＝
止
観
－
付
＝

内

M
a
v

｛沼）

と
、
論
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

八
日
進
と
四
重
興
廃
〉

下
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
日
進
は
、

戸沼》

祖
師
回
避
の
三
十
三
回
忌
に
は
既
に
身
延
の
貫
首
た
る
地
位
に
あ
り
、
出
来
る
だ
け
祖
師
に
忠
実
で
あ
り
た
い
と
心
掛
け
て
、
日
蓮
門

《

Mg

『
立
正
観
抄
』
を
二
度
に
亘
っ
て
書
写
し
た
。
か
か
る
事
実
か
ら
推
し
量
る
と
、
日
進
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は
四
重
興
廃
・
禅
勝
止
観
な
ど
と
い
う
天
台
・
伝
教
の
意
に
反
す
る
無
教
偏
観
主
義
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
か
な
り
豊
富
で
は
な
か
っ
た

か
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

円弱
V

《

舗

》

《

制

副

》

日
進
は
貞
和
二
年
ハ
＝
ニ
四
六
〉
十
二
月
、
七
十
六
才
で
寂
し
た
が
、
そ
の
著
に
『
玄
義
見
聞
集
』
・
『
三
国
仏
法
弘
通
次
第
』
・
『
日

《

部

》

《

謁

》

蓮
聖
人
御
弘
通
次
第
』
・
『
本
迩
事
』
・
『
破
浄
土
義
論
法
華
正
器
等
が
あ
る
o

そ
の
教
学
は
こ
れ
ら
の
著
の
外
、
日
進
の
門
に
学
ん

（

M
U
）
 

だ
日
全
の
『
法
華
問
答
正
義
抄
』
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
こ
こ
で
は
四
重
興
廃
・
止
観
勝
法
華
に
つ
い
て
の
記
述
の
あ
る

『
本
迩
事
』
及
び
日
全
の
『
正
義
抄
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ω慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
〉
極
月
八
日
、
身
延
十
一
世
寂
照
日
乾
が
身
延
西
谷
普
学
院
に
お
い
て
策
写
さ
れ
、

「
進
師
之
御
記
欺
」



と
の
奥
富
を
残
す
『
本
迩
事
』
を
見
る
と
、
そ
の
末
尾
近
く
に
、

テ

F

S

F

V

テ

テ

’

h
v
F

，
，
ス
ar

問
云
観
心
本
尊
抄
云
南
岳
天
台
等
出
現
以
－
－
迩
門
－
為
レ
商
以
二
本
門
－
為
レ
裏

a

T

ヲ

ス

ト

ト

キ

ノ

H

J

Z

ト

，

キ

天
台
行
既
以
－
承
門
一
為
レ
面
可
レ
云
也
。
四
重
興
廃
時
本
迩
上
立
＝
観
心
一
可
レ
云
也
。

与
あ
眠
可
レ
云
也
云
偲
）

百
界
千
如
一
念
三
千
鑑
－
－
其
義
二
去
云
。
付
レ
之
南
岳

テ

ヲ

U
Y

ト

テ

是
則
大
師
実
義
也
。
以
－
L
4
迩
一
為
レ
裏
以
－
一
観

と
、
四
重
興
廃
を
以
て
南
岳
・
天
台
の
所
立
と
な
し
て
、
本
迩
の
教
相
以
上
に
観
心
を
た
つ
の
が
大
師
の
実
義
で
あ
る
と
、
四
重
興
廃
に

与
問
的
な
立
場
に
立
つ
旨
の
記
述
が
あ
る
。

ω武
州
一
の
江
妙
覚
寺
の
祖
日
勾
ゲ
二
九
四

i
一
一
一
一
四
四
〉
は
、
日
進
に
つ
い
て
宗
学
を
学
び
、
台
学
を
叡
山
・
仙
波
に
学
ん
だ
。

そ
の
著
に
『
法
華
問
答
正
義
抄
』

〈
全
二
十
二
巻
）
が
あ
る
。
か
の
日
向
の
『
金
網
集
』
が
諸
宗
の
見
聞
を
雑
記
す
る
の
に
対
し
、
本
書

は
一
巻
か
ら
十
二
巻
ま
で
は
、
法
華
経
の
要
文
を
釈
し
て
法
華
正
義
の
顕
揚
を
目
的
と
し
、
十
＝
一
巻
か
ら
二
十
一
巻
ま
で
は
法
華
教
学
の

( 83 ) 

立
場
か
ら
諸
宗
の
見
聞
に
つ
い
て
記
し
、
最
後
の
二
十
二
巻
は
法
華
天
台
止
観
勝
劣
及
び
当
家
の
観
心
の
行
相
を
論
じ
た
も
の
で
、

（

M
W
｝
 

ぱ
今
日
で
い
う
宗
学
概
説
の
書
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
は
第
二
十
二
巻
中
の
「
法
華
与
天
台
止
観
勝
劣
事
」
を
問
題
と
す
る
。

し、

わ

『
正
義
抄
』
に
よ
る
と
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
、
政
海
・
一
海
及
び
尊
海
一
門
の
唱
導
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
辺
の
経

緯
を
日
全
は
次
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

舟

晶

V
テ

ノ

然
予
住
山
之
時
、
対
＝
西
谷
禅
芙
一
委
細
尋
－
－
此
事
六
禅
芙
委
細
示
云
、
此
事
古
千
手
堂
竪
義
時
無
動
寺
政
海
精
レ
之
。
止
観
大
師
己
心

円輔
V

中
所
行
法
門
者
、
故
不
レ
依
－
－
経
論
一
覚
タ
リ
。

と
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
、
政
海
に
よ
っ
て
唱
え
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
扶
全
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、

不
審
也
。
抑
止
観
法
華
勝
タ
リ
ト
被
レ
精
ν之
条
、
天
台
及
山
家
大
師
等
釈
義
未
レ
見
、
随
漢
土
天
台
門
流
中
更
無
－
一
此
義
－
。
況
本
朝
先

最
蓮
房
あ
て
御
嵩
の
問
題
点
（
中
傑
〉



最
蓮
房
あ
て
御
番
の
問
題
点
（
中
傑
）

畠

V

J

a

p

J

－yav
《

nM

徳
等
代
々
相
伝
無
－
－
此
義
一
。
誰
人
相
伝
乎
。

と
、
詰
問
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
政
海
は
、

、。。
J

ハ

凶

V

V

S

キ
M
V

千
手
堂
法
談
事
取
－
一
時
所
一
浮
精
義
也
。
非
－
－
師
資
相
承
－
。

と
、
釈
明
し
た
が
、
扶
全
に
よ
っ
て
再
び
、

’

内

キ

／

H

J

－－

自ν
今
巳
後
、
如
ν
此
誘
法
邪
義
於
＝
山
上
学
侶
－
者
、
努
々
不
レ
可
ν有
レ
之
云
云
。

と
、
封
じ
込
め
ら
れ
、
政
海
も
こ
れ
に
合
点
の
旨
の
返
状
を
寄
せ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

東
国
草
海
、
随
分
秘
法
師
資
相
最
小
民
主
近
来
冬
其
問
、
も
比
奈
一
海
税
制

j
フ
y
o
島
宇
勺
一
風
－

hvv

と
、
仙
波
の
尊
海
が
止
観
勝
法
華
の
説
を
名
目
と
し
だ
し
た
の
で
、
或
人
が
こ
の
こ
と
を
政
海
の
一
門
の
一
海
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

海

先
師
政
海
抄
組
見
＝
子
細
有
二
玄
へ
共
、

且

L

－－
9
5
4
a
r
a

（日
v

治
定
不
レ
見
。
故
無
レ
示
レ
他
云
云
。
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はと
、
答
え
た
と
い
う
。

こ
の
経
緯
を
見
て
も
日
全
の
当
時
、
比
叡
山
上
で
も
止
観
勝
法
華
の
説
が
指
弾
さ
れ
て
い
た
事
実
を
知
る
と
と
も
に
、
日
全
は
か
か
る

a
v
J
a】

説
を
「
私
曲
浮
言
也
」
「
天
魔
説
也
」
と
斥
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

『
立
正
観
抄
』
は
、
最
蓮
房
が
止
観
勝
法
華
・

と
い
う
義
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
報
じ
、
批
判
を
請
う
た
の
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
最
蓮
房
は
政
海
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ

円臼
v

ろ
う
か
。
こ
の
政
海
と
い
う
人
物
、
恐
ら
く
土
御
門
門
跡
流
の
政
海
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
伝
は
詳
ら
か
で
は
な

ぃ
。
も
し
政
海
の
伝
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
止
観
勝
法
華
の
説
の
成
立
時
期
も
浮
き
彫
り
さ
れ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
両
番
と
も
、
日
進
が
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
禅
勝
止
観
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。



ー

l
真
如
随
縁
論
｜
｜

八
日
蓮
遺
文
と
真
如
随
縁
論
〉

『
立
正
観
抄
』
に
は
、

伝
教
大
師
血
脈
云
夫
一
言
妙
法
者
閲
－
－
両
限
－
見
＝
五
鹿
境
一
時
者
応
－
一
随
縁
真
如
、
閉
－
一
両
限
－
住
－
－
無
念
一
時
者
当
＝
不
変
真
如
－
。
故

畠

【

弱

》

聞
－
－
此
一
言
一
万
法
放
達
一
代
修
多
羅
含
二
言
－
・
文
。

と
、
さ
ら
に
、

夫
尋
＝
天
台
観
法
－
者
於
＝
大
蘇
道
場
二
ニ
昧
開
発
己
来
開
レ
目
思
－
－
妙
法
－
随
縁
真
如
也
。
閉
レ
目
思
－
－
妙
法
一
不
変
真
如
也
。
此
両
種
真

且

－

－

A

弱
V

如
只
一
言
妙
法
有
。
我
唱
＝
妙
法
一
時
万
法
裁
達
一
代
修
多
羅
含
二
言
一
。

《

U
V

と
、
真
如
随
縁
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
遺
文
を
通
観
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
迫
文
中
よ
り
真
如
乃
至
真
如
随
縁
論
に
言
及
さ
れ

《

鴎

》

《

鈎

》

《

伺

》

た
も
の
を
拾
う
と
、
今
い
う
『
立
正
観
抄
』
・
『
守
護
国
家
論
』
・
『
当
体
義
抄
』
・
『
日
女
御
前
御
返
事
』
、
及
び
偽
撰
番
（
『
成
仏

《偲〉

a》

法
華
肝
心
口
伝
身
造
抄
』
・
『
読
諦
法
華
用
心
抄
』
・
『
万
法
一
如
抄
』
〉
等
で
あ
る
。
『
守
護
国
家
論
』
の
場
合
は
、
妙
楽
の
『
弘
決
』

( 85 ) 

の
第
四
の
三
の
言
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
宗
祖
の
言
葉
で
は
な
い
。

『
当
体
義
抄
』

・
『
立
正
観
抄
』

・
『
日
女
御
前
御
返
事
』
に

つ
い
て
は
、
古
来
か
ら
真
偽
未
決
と
の
論
も
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
確
実
な
遺
文
に
は
、
真
如
に
関
す
る
論
は
存
在
し
な
い
こ
と
に

な
る
。
宗
祖
は
最
澄
を
根
本
大
師
と
仰
ぎ
多
大
の
法
門
を
吸
収
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
．
史
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
宗
祖
に
最
澄
が
尊
重
活

《

邸

》

用
し
た
真
如
随
縁
論
が
見
ら
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
真
に
不
思
議
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
思
う
に
、
宗
祖
に
と
っ
て
、
法
華
経

の
根
本
真
理
は
一
念
三
千
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
か
る
論
は
所
詮
別
教
に
属
す
る
教
理
で
あ
っ
て
、
天
台
法
華
宗
の
元
来
か
ら
の
教
学
で
は

｛
国

w
v

な
い
と
判
断
さ
れ
た
結
果
、
発
表
を
差
し
控
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
〈
中
傑
〉



〈
金
綱
集ー
と整
真番

組事
縁絹
論書

〉自
題
点

中
傑

古
来
か
ら
身
延
門
流
の
秘
書
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
『
金
網
集
』
に
、
真
如
随
縁
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

『金

綱
集
』
は
日
向
が
宗
祖
の
講
義
を
聴
講
し
、
ま
た
、
自
ら
見
聞
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
諸
宗
破
立
の
大
綱
を
記
し
、
広
く
経
・
論

（

7
〉

・
釈
・
疏
の
金
言
を
援
引
し
て
、
華
厳
見
聞
・
真
言
見
聞
等
と
名
づ
け
、
総
括
し
て
『
金
網
集
』
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
金

綱
集
』
十
四
巻
あ
る
中
、
身
延
山
に
蔵
さ
れ
、
四
世
田
善
の
筆
に
な
る
「
理
具
之
事
」
の
中
に
〈
随
縁
真
如
不
変
真
如
教
と
い
う
一
項

が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
紙
巾
が
許
さ
れ
な
い
の
で
引
文
は
掲
げ
ぬ
が
、
か
な
り
の
紙
面
を
割
い
て
、
真
如
随
縁
・
不
変
に
つ
い
て
の
問
答

往
復
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、

『
金
網
集
』
に
は
存
、
遺
文
に
は
不
存
の
真
如
臨
縁
論
の
あ
り
方
が
問
題

と
な
ろ
う
が
、
所
詮
は
「
理
具
之
事
」
中
の
論
で
あ
っ
て
、
日
蓮
教
学
の
正
系
の
も
の
で
は
な
く
、
傍
系
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
う
。

し
か
し
、

『
金
綱
集
』
に
か
か
る
論
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
宗
祖
は
、
真
如
随
縁
論
を
知
悉
し
て
い
た
こ
と
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は
間
違
い
な
い
。

〈
日
朝
と
真
如
随
縁
論
〉

円倒》

身
延
山
中
興
と
仰
が
れ
る
十
一
世
行
学
日
朝
の
臨
終
の
法
談
に
、
真
加
随
縁
論
が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
朝
の
弟
子
の
日
任
が
、

《拘》

此
等
法
門
予
命
今
日
ニ
ヤ
限
ラ
ン
最
後
ノ
観
法
也
ト
テ
被
レ
仰
詑
云
云
。

と
、
注
記
す
る
『
日
朝
上
人
御
辞
世
之
句
』
中
に
、
法
談
の
全
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
法
談
中
に
、
例
え
ば
、

「
玄
旨
血
脈
」
云
閲
－
－
両
限
一
見
－
－
五
盛
度
一
時
者
応
＝
随
縁
真
如
一
間
一
－
五
根
弘
一
無
念
一
時
者
当
一
一
不
変
真
恥
一
云
一

mu
（
以
下
略
）

と
、
記
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
『
立
正
観
抄
』
と
同
一
の
引
文
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
か
ら
察
す
る
に
、
日
朝
は
宗
祖
が
意
識
的
に
用
い



る
こ
と
を
避
け
、
言
明
す
る
時
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
で
あ
ろ
う
真
如
随
縁
論
を
、
公
然
と
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

伺

む

す

ぴ

以
上
極
め
て
荒
い
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

〆
く
く
り
と
し
て
拙
論
の
要
点
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

例
確
実
な
遺
文
に
は
、
四
重
興
廃
・
止
観
勝
法
華
の
説
は
見
ら
れ
な
い
。

ω日
進
の
門
下
生
で
あ
っ
た
日
全
の
『
正
義
抄
』
に
よ
る
と
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
、
政
海
が
は
じ
め
て
唱
え
だ
し
た
と
い
う
。
こ
れ

に
し
た
が
う
と
、
宗
祖
及
び
静
明
と
尊
海
と
の
聞
に
恐
ら
く
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
政
海
と
い
う
人
物
が
、
『
立
正
観
抄
』
を
云
々
す
る
時
、

大
き
な
係
わ
り
を
も
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

制
『
金
網
集
』

は
存
、

遺
文
は
不
存
の
真
如
随
縁
論
で
あ
る
が
、

所
詮
は
「
理
具
之
事
」

中
の
も
の
で
あ
っ
て
正
系
の
教
学
で
は
な

( 87) 

く
、
傍
系
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ω日
朝
の
頃
に
な
っ
て
く
る
と
、
傍
系
に
属
す
る
真
如
随
縁
論
が
公
然
と
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

の
四
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（

1
〉
一
八
一
一

t
三
三
五

ハ
2
）
浅
井
円
道
民
「
宗
祖
と
慈
覚
・
智
証

l
l要
麟
先
生
へ
の
疑
義
」
ハ
一
九
二
『
大
崎
学
報
』
二
三
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ハ
3
〉
九
一

t
一
O
七
、
及
び
拙
稿
つ
二
二

t
一
一
一
五
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
九

l
一
）
参
照

〈
4
〉
田
村
芳
朗
氏
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
〈
四

O
三
t
四
七
四
〉
、
日
本
甲
恕
大
系
九
『
天
台
本
覚
論
』

た
い
。

〈
五
二
一

J
五
四
一
〉
を
参
照
さ
れ

最
蓮
房
あ
て
御
番
の
問
題
点
ハ
中
傑
）



最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
ハ
中
傑
〉

（

5
〉

〈

6〉
（

7
〉

ハ
8
〉

〈

9
〉

（却〉
ハロ〉

〈

m
M
V

浅
井
円
道
氏
「
宗
祖
に
お
け
る
観
念
論
打
破
の
甲
結
」

定
遺
八
四
七

。
八
四
九

。
八
四
九
、
但
し
『
権
頂
玄
旨
血
脈
』
と
閉
じ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
0

0

八
四
九

。
五
二
二

伝
全
五
｜
五
九

。
五
｜
一
三
ハ

O
。
「
生
死
覚
用
品
V
」
は
円
仁
の
作
と
伝
え
る
独
立
し
た
一
本
も
あ
る
と
い
う
。
な
お
か
か
る
件
に
つ
い
て
は
、
田
村
芳
朗
氏
「
鎌

倉
新
仏
教
と
回
避
甲
恕
」
（
二
六
六
の
注
（
担
『
日
蓮
聖
人
研
究
』
〉
を
参
照
さ
れ
た
に
ま
た
、
『
大
白
牛
車
由
』
建
造
一
四
ご
一
〉
中

に
お
い
て
も
同
一
の
引
文
が
見
ら
れ
る
。

五
四
O
J五
四
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
氏
「
日
蓮
聖
人
の
日
本
天
台
史
観
に
つ
い
て
」
ハ
一
五
九
『
日
蓮
聖
人
研
究
』
〉
に
よ
る
と
、
宗
祖
は
こ
れ
ら
の
書
を
読
了
さ
れ
て
い

な
い
。

前
掲
『
天
台
本
覚
論
』
（
五
六
二
〉
参
照

注
ハ
臼
〉
参
照

定
遺
二
二
ニ
七

定
造
二
一
三
八

I
一
二
四

O
ま
で
の
と
こ
ろ
が
、
伝
全
五
｜
一
三

O
I
一
三
四
の
部
分
と
全
同
で
あ
る
。
な
お
『
臨
終
一
心
三
観
』
（
定
遺
ニ
ニ

O
五
J
二
二

O
六
〉
に
は
、
『
修
禅
寺
決
』
の
一
心
三
観
の
行
門
の
口
伝
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
る
臨
終
の
一
心
三
観
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

引
用
さ
れ
て
い
る
。

大
正
蔵
経
三
三

l
六
九
七
（
中
〉

前
掲
『
天
台
本
覚
論
』
〈
五
三
六
）
は
「
四
重
相
互
興
廃
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。

三
O

一

四
二
八

俊
範
の
弟
子
の
静
明
で
あ
る
。
叡
山
で
宗
祖
と
同
学
の
土
と
い
わ
れ
て
い
る
o
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（
一
四
四
『
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』
）
参
照

ハ臼）
ハ
M
〉

（店〉
（時〉

（

口

〉

〈鴎〉
（四）
ハ
却
）
〈幻〉

（

nv 

（

勾

〉



浅
井
要
麟
氏
前
掲
著
（
二
五
五
J
二
五
七
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

定
遺
一
四

O

。
八
四
六

。
八
四
九

『
立
正
観
抄
送
状
』
に
は
「
止
観
軒
法
務
内
函
野
義
」
ハ
定
道
八
七
一

J
八
七
二
）
と
あ
る
。

定
遺
一
四

O

。
八
五
一

宗
祖
が
折
伏
を
加
え
た
の
は
祖
師
禅
で
あ
る
。
日
本
思
想
大
系
九
『
H
蓮
』
〈
五
三
七

t
五
四
四
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
『
立
正
観
抄
』
に

は
「
天
施
之
語
」
（
定
遺
八
五
一
〉
と
か
「
天
魔
所
為
」
（
定
道
八
五
一
〉
と
あ
る
。

定
遣
は
『
立
正
観
抄
』
を
日
蓮
赦
免
の
文
永
十
一
年
に
係
け
、
身
廷
の
筆
で
あ
る
と
い
う
。
最
蓮
房
あ
て
御
曹
全
般
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ

る
が
、
故
逝
房
は
比
叡
山
の
学
僧
で
あ
っ
た
た
め
か
、
当
時
の
天
台
教
学
に
つ
い
て
様
々
な
質
問
を
発
し
、
そ
れ
に
対
し
て
宗
祖
は
相
手
の
理
解

を
得
や
す
い
様
な
文
辞
を
以
て
回
答
を
与
え
た
た
め
、
最
蓮
房
あ
て
の
御
密
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
も
中
古
天
台
色
が
浪
い
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
。
宗
祖
よ
り
先
に
何
ら
か
の
原
因
で
佐
渡
配
流
と
な
っ
て
い
た
最
蓮
一
房
の
赦
免
は
、
『
日
蓮
宗
年
表
』
（
一
四
）
に
よ
る
と
、

宗
祖
赦
免
の
翌
文
永
十
二
年
（
四
月
改
元
・
建
治
〉
で
あ
る
。
『
立
正
観
抄
』
は
止
観
勝
法
華
劣
と
い
う
義
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
報
じ
、
批
判
を

諦
う
た
の
に
対
す
る
返
密
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
教
示
を
仰
い
だ
書
簡
の
作
成
の
地
は
佐
渡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
果
し
て
一
介
の
流
僧
の

最
蓮
房
が
、
当
時
の
叡
山
教
学
に
持
て
幡
さ
れ
た
と
い
う
四
重
興
廃
乃
至
止
観
勝
法
華
・
禅
勝
止
観
と
い
う
義
に
つ
い
て
、
知
悉
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
う
か
o
四
重
興
廃
は
と
も
か
く
と
し
て
、
止
観
勝
法
華
・
禅
勝
止
観
ま
で
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
o
そ
れ
と
も
、
既
に
教
界
に
は
か
か
る
思

想
が
風
廃
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
う
か
。
加
え
て
、
宗
祖
と
同
学
の
静
明
は
、
既
に
四
重
興
廃
を
唱
え
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
も
し
宗
祖
が

そ
れ
を
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
『
十
法
界
事
』
に
四
重
興
廃
が
あ
っ
て
も
可
笑
し
く
は
な
い
。
中
に
は
『
祖
霞
網
裏
側
略
』
（
一
九
三
『
日
蓮
宗
全

茜
』
〉
の
よ
う
に
、
系
年
を
佐
後
に
係
け
る
べ
き
と
の
説
も
あ
る
が
、
『
十
法
界
事
』
は
四
重
興
廃
を
破
し
て
お
ら
ず
、
仮
に
こ
れ
を
真
撰
と
す

る
な
ら
ば
、
宗
祖
初
期
の
天
台
与
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
o

し
か
し
、
四
重
興
廃
を
最
蓮
房
経
由
の
知
識
で
あ
る
と
す
る

と
、
『
十
法
界
事
』
は
如
何
様
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
う
か
。

日
進
は
正
和
二
年
ハ
一
三
一
一
ニ
〉
に
身
延
入
山
ハ
『
日
蓮
宗
年
表
』
二
七
〉
、
そ
し
て
、

お
中
山
三
世
田
祐
は
、
宗
祖
三
十
三
回
忌
を
期
し
て
、
身
延
参
詣
を
志
し
て
い
る
。

ハ
M
〉

〈部〉
（お〉
ハ幻〉
ハ却〉
〈却〉
〈却〉
ハお〉

（認〉
ハお〉

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
傑
〉
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別
式
三
年
は
祖
師
日
蓮
の
三
十
三
回
忌
に
相
当
す
る
。
な



〈
”
の
）

（お〉
（お〉
（幻〉

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
ハ
中
傑
）

定
遺
八
五
一
の
脚
注
参
照

『
日
蓮
宗
事
典
』
〈
一
一
一
一
一
五
〉

身
延
山
久
遠
寺
蔵

『
三
国
仏
法
盛
衰
事
』
〈
宗
全
一
ー
＝
三
三

t
ヨニ
O
〉
・
『
支
那
仏
法
弘
通
次
第
之
事
』

通
次
第
之
事
』
ハ
宗
全
一
・
l
三
三
五

t
＝
一
三
九
）
の
三
筋
を
合
せ
て
い
う
。

宗
全
一
ー
三
三
九
l
三
四

O

立
正
大
学
図
書
館
蔵

宗
全
一

l
三
四
一

t
三
五
三

立
正
大
学
図
書
館
蔵
ハ
写
本
）
。
な
お
宮
崎
英
修
氏
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
（
八
一
）
の
注
ハ
却
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
三
紙
左

浅
井
要
島
氏
前
掲
著
ハ
ニ
四
一

t
ニ
六
七
〉
を
怠
照
さ
れ
た
い
。

宮
崎
英
修
氏
前
掲
著
（
四
一

J
四
一
一
）
中
に
日
全
の
略
歴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
o

林
宣
正
氏
「
止
観
勝
法
華
思
想
と
仙
波
教
学
」
（
二
四
二

t
ニ
四
四
『
清
水
竜
山
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
）
と
、
注
（
必
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
紙
左

二
紙
右
。
二
一
紙
左
。。

七
紙
左

八
紙
右

前
掲
『
天
台
本
覚
論
』

定
遺
八
四
九

。

八

五

O
t八
五
一
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ハ
宗
全
一

l
三
三

O
J三
三
五
）
・
『
日
本
仏
法
弘

（羽〉
（鈎〉

〈
品
切
）

（
川
U
〉

ハ位〉

（

M
W
〉

ハ川相〉
ハ必）
（必〉
ハ
灯
〉
ハ必〉
（品切〉
ハmw〉
ハ
日
〉
（成〉
ハ
臼
〉
（臼〉
ハ
弱
〉
（弱）

〈
五
九
四
〉
の
「
相
承
略
系
譜
」
参
照



ハ釘）

定
遺
八
四
九
に
い
う
真
如
随
縁
論
は
、

か
に
宗
祖
の
考
え
の
表
明
で
あ
る
。

い
わ
ば
最
澄
の
口
を
借
り
て
の
真
如
随
縁
論
で
あ
る
が
、
定
遺
八
五

O
t八
五
一
に
い
う
も
の
は
、

明
ら

〈

回

〉

〈

印

〉

定
遺
一
二
回

。
七
五
七
。
な
お
拙
稿
「
最
謹
房
あ
て
の
御
世
の
検
討
｜
当
体
義
抄
に
つ
い
て

l」

教
師
会
編
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

。
一
三
七
六

。
－
二

O
六

。
一
二
七
九

。
一
二
八
七
二
二
八
八
・
二
一
九

O

大
正
蔵
経
四
六

l
二
六
八
（
上
〉

最
澄
は
真
如
随
縁
論
を
駆
使
し
て
法
相
教
学
に
対
抗
し
、
天
台
教
学
の
正
当
性
を
論
証
し
た
。
な
お
真
如
観
尊
重
の
気
風
は
、

は
な
く
、
例
え
ば
『
註
無
量
識
経
』
な
ど
の
論
争
番
外
の
も
の
に
も
認
め
ら
れ
る
。

浅
井
門
道
氏
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
〈
一
七
二
J
一
七
九
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
二
ニ
｜
例
言
ハ
一
）
参
照

。

一

四

l
五
九
四

日
朝
は
こ
の
年
ハ
明
応
二
年
四
月
二
十
八
日
〉
か
ら
七
年
延
命
し
て
い
る
。

本
尊
論
資
料
〈
一
三
九
〉

。

（

一

三

八

〉
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ハ
『
布
教
資
料
十
一
集
』
五
四

t
五
九
・
静
岡
県
連
合
布

ハ伺）
ハ臼〉

〈

位

〉

（伺）
（制〉
（臼）

論
争
香
ば
か
り
で

〈

侃

〉

（釘）
（飽）
ハ印）
（叩）

（

n〉
な
お
『
昭
和
定
本
回
避
聖
人
遺
文
』
は
定
遣
、

と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
は
宗
全
、

『
大
正
新
術
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、

『
伝
教
大
師
全
集
』
は
伝
全
、

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
傑
〉


